
令和８年４月２０日 

Poco a poco …     

                リーグ序盤戦は勝ち越してインターハイ予選へ‼ 

                                         新一年生（55期）大抜擢で結果を出す‼ 

今年度のリーグ序盤戦は、勝ち越すも課題は山積み‼  

インターハイ予選は、二年ぶりの“都大会出場”目指す‼ 

先週行われたユースリーグでは三年生主体の明星学園にあら

ゆる面で力の差を見せつけられ完敗。新入生を起用せざるを得

ない新チームの課題が露呈された厳しいゲームとなりました。

そして、迎えた第三節は、今年度昇格してきた星槎国際八王子

高校。一期生が昨年選手権二次トーナメントに進出し結果を出

したので今後の動向が気になるチームです。お互い、二、三年

生が少ない中新入生を起用して臨んだゲームとなりました。 

トップ⑩をターゲットにＤＦラインの背後を狙う攻撃に  リーグ序盤戦は勝ち越しで終える             

多少困惑させられたこともありましたが、三年生主体の守備陣がしっかり対応し、逆に相手のビ

ルドアップのボールを奪いゴールを決めリードを二点に広げ、ここからゴールラッシュと行きた

かったところですが、リスタートから簡単にゴールを決められ同点で前半を終了。新チームを象

徴するような失点でした。後半は、足の止まった相手にセカンドボールの奪取率も上がりゴール

へ迫りますが、相手ＧＫの神掛りの好セーブの連発でゴールが奪えません。それでも、後半 20分

には野本（3年）が角度のないところからゴールを決めハットトリックを達成し再びリード。終

盤には期待のルーキーがダメ押しのゴールを冷静に決めて４－２で勝利しました。 

リーグ序盤戦の三連戦は 2勝 1敗と辛うじて勝ち越しましたが課題も多く来週から始まるイン

ターハイ予選に向けてまだまだ修正が必要です。しかし、起用した新入生が予想以上の活躍をし

てくれたこともありチームに明るい話題ができました。K‘s football style に馴染むには時間が掛

かりますがフィットできると楽しみなピースになりそうです。今後の成長に期待します。 

インターハイ西支部予選組み合わせ決定  

インターハイ西支部予選組み合わせ抽選会が行われ、対戦相手が決定しました。一回戦はホー

ムグランドで都立府中工科高校、二回戦は都立武蔵村山 VS

明学東村山の勝者です。逆山も混戦が予想されるのでどのチ

ームが勝ち上って来てもおかしくはありません。先ずは、初

戦にしっかり勝利して、二回戦に臨みたいと思います。 

尚、一回戦(4月 26日)と代表決定戦(5月 3日)はホームグ

ランドで、二回戦のみ日本文化大学サクラフィールドのグラ

ンドが会場となります。ニチブングランドに関しましては、

観戦上のルールを遵守され、公共交通機関を利用して会場に

お越しください。応援宜しくお願いします。                           七支部インターハイ予選組み合わせ                       



最強サポーター、豊田先生、高野先生、モリちゃんに感謝 この出会い“priceless”   

三月は別れの季節です。そして、サッカー部も大切な三人の方とお別れをしました。五年間、

GK コーチ及びアドバイザーとして関わって頂いた翔陽高校の豊田先生が伊豆七島の神津高校に異

動しました。両校ともこの二年間、部員数の減少のため合同でトレーニングや TRM、セミナー受

講をすることも多く、昨年の夏合宿も合同で行うなど兄弟チームとして切磋琢磨しながら活動を

ともにしてきました。顧問の豊田先生は二十代ということもあり、片倉高校サッカー部員にとっ

ては兄貴のような存在で大変お世話になりました。いつか Team Katakura football club で 神津

島ツアー   を計画して行きたいと思います。また、保健室の高野先生は、サッカー部の一番

のサポーターであり良き理解者であり、子どもたちが悩み事を相談できる母親のような存在であ

りました。公式戦のみならず TRM まで、ホームゲームだけではなくアウェイゲームも観戦しに足

を運んでくれました。また、何度も子どもたちには差し入れをいただきました。三年生は卒業式

予行に、在校生は離任式後に二年間の感謝の気持ちを込めて 花束 と片倉高校サッカー部サ

ポーターT シャツと手紙をプレゼント しました。学校を離れても片倉高校サッカー部の熱烈な

サポーターでいてください。二年間ありがとうございました。そして、 “野生の応援団”として東

京都高校サッカー界では誰もが知っている「モリちゃん」こと森崎さんが先月故郷に帰られまし

た。私は前々任校からの長い付き合いなのですが、片倉高校に赴任してからも子どもたち全員の

名前を覚えて、いつもゲーム中に愛情たっぷりの叱咤激励の言葉を送ってくれました。片倉高校

サッカー部史上最強の心強い熱血サポーターでした。これからは、「モリちゃん」の声がグラン

ドにだましなくなると思うと寂しいですね。しかし、ここからは自立して自分たちでお互いに声

を掛けられるようになって欲しいと願っています。 

片倉高校サッカー部は、多くの方々のサポートがあり、子どもたちはサッカーを通して多くを

学び成長していきます。「人の出会いは必然であり、一生のうちに逢うべき人に逢える」と言い

ます。大切な三人の方との別れは大変寂しいですが、出逢えたことに感謝して、次に会うときに

は一回り逞しく成長した姿を見せられるように歩みを止めず日々精進していきたいと思います。 

今までありがとうございました。そして、またお会いしましょう  

 
 

 
 
 
 
 

 
 

                      豊田先生、高野先生。二年間大変お世話になりました。次に会うときには逞しい男になっています                       

＜After the Game＞ 
新学期がスタートして三週目に突入しました。55期生が入学し、54期生はクラス替えで新しい

メンバーとの学校生活に少しずつ慣れてきたころだと思いますが、安定した生活までにはもう少

し時間が掛かりそうです。その中でユースリーグ序盤三戦と来週から始まるインターハイ予選。

チームは厳しい環境には変わりませんが、待望の新入生 7名を迎え入れて公式戦に向けてトレー

ニングをしています。新入生の中には K‘s football style を日々のトレーニングの中でスポンジが

水を吸収するように日々進化し始めているものもいます。部員数は決して多くはありませんがだ

からこそ目を合わせやすいということをアドバンテージに変えていきたいと思います。先ずはイ

ンターハイ予選初戦勝利に向けて準備をしていきます。引き続き応援よろしくお願いします。 


